
　　※一次評価（所管課による自己評価）、二次評価（評価会議による評価）、三次評価（教育委員会による評価）

令和元年度（2019年度）港区教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価(平成30年度分）報告書の概要

点検及び評価の実施目的

港区教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定に基づき、教育委

員会が行う主要な事務事業について、毎年、執行状況の点検及び評価を行い、課題や今後の取組の

方向性を示すとともに、結果を港区議会へ提出し、区民へ広く公表しています。こうして、区民への説

明責任を果たすとともに、区民に信頼される教育行政を推進することを目的としています。

点検及び評価の実施方法

○「港区学校教育推進計画」、「港区生涯学習推進計画」、「港区スポーツ推進計画」、「港区立図書館サービス推進計画」及び「港区子ども読書活動推進計画」において掲げる、基
本目標のもとに体系化された施策に基づき実施する事業の中から、教育行政に見識の深い評価委員及び教育委員の意見を踏まえ、６事業を抽出しました。
○評価対象事業について所管課が自己評価を行い、評価会議の中で、所管課から事業内容等の説明を行うとともに、評価委員から所管課に対するヒアリングを行いました。
○評価委員から出された各テーマに関する意見や第３回評価会議での評価委員と教育委員との意見交換を踏まえ、教育委員会として今後の取組の方向性を示します。

事業① 特別支援教育の充実 事業② 特別支援教育体制の整備 事業③ ＩＣＴを活用した教育の推進
事業④ ＩＣＴを活用した
生涯学習事業の推進

事業⑤ 障害者スポーツの
観戦・体験機会の創出

○｢生涯を通じた教育支援｣｢出生から就労まで
を見据えた特別支援教育｣の推進を目指すこと
は、とても意義ある取組であり期待している。そ
のためにも、幼保の段階への配慮と連携、福
祉部門や民間企業等との連携は重要である。

○一人ひとりの障害の状態やニーズに対応し、
生涯を見通した特別支援教育の推進が課題と
なる。特別支援教育の一層の充実と関係機関
との連携強化が引き続き求められる。

○就労については、本事業の取り組み状況に
ついての家庭との情報共有が重要な課題とな
るため、保護者との連携を今後も引き続き充実
させてほしい。

●「教育」だけではなく「福祉」や「民間企業」と
の連携も意識して行うことでインクルーシブ教
育システムの構築を目指すとともに、出生から
就労までを見据えた一貫した特別支援教育を
推進していく必要がある。
また、児童・生徒への指導や支援に従事す

る教員等の質の向上に努める必要があるた
め、現在、実施している「教員研修大学講座」
や「特別支援教育コーディネーター研修」等を
活用し、近隣大学と連携して教員等の資質向

上を図る。

●医療的ケア児の支援について、医師や
関係機関とも連携し児童にとって最善と思
われる提案をすべきだが、最終的に保護者
が選択したことに対し、より良い環境で教育
を受けられるよう支援していく必要がある。
障害の程度や環境は人によって異なるの

で、医療的ケア児だけでなく、幅広い障害
児への支援を今後とも続けていく必要があ
るため、引き続き関係機関と連携し議論を
すすめていく。

●区立学校のＩＣＴの推進について、全校
一律に行う取組と各学校の特性を生かした
取組の両方を計画的に推進していくことが
必要である。各学校の特性を生かした取組
については、学校の枠を超えて、教員同士
が、学習教材や効果について共有できるよ
うに働きかける必要がある。
児童・生徒がＩＣＴを活用する際に「何のた

めにＩＣＴを使用するのか」と目的を明確に
して使用できるよう、引き続き、リテラシー
等についても指導していく。

○障害のある人がスポーツに親しむきっかけづく
りを進め、障害者のための生涯スポーツの充実
を図る取組を進めることが大切であると考える。
そこで、アンケートなどを通して障害者のニーズ
の把握について検討する必要がある。

○みなとパーク芝浦フェスティバル、みなと区民
スポーツ・体育祭等のイベントに合わせて実施す
ることで、幅広い層の参加が可能となっている。

○障害者のなかで、スポーツに触れたくても十分
な環境をまだ得られていない人たちにもイベント
に参加してもらう機会を増やせると、さらに充実し
た事業になる。その過程においては、障害者当
人のほか、家族や介助者の人々の障害者スポー
ツの在り方についての考えや思いも丁寧に把握
していくことが今後の体験会やイベントについて
の視点を多様にすることにもなる。

○医療的ケア児童生徒への対応は、医療
機関との連携は不可欠である。学校医や養
護教諭、管理職等の連携協力が求められ
るので、情報交換や情報提供、研修等も今
後の課題である。

○「障害児支援」という枠組みで検討がなさ
れたことは、生涯にわたる支援、また関連
部局や関係機関・団体との連携促進の観点
からも極めて重要であると考える。実施され
た結果の評価を踏まえ、施策の改善・見直
し、新たな施策の検討を継続してお願いし
たい。

○検討会に直接に関わっている人以外にも、
本事業に関わる情報・課題をどのように共
有していくかが今後の課題である。それらを
通じて、さらに多様な人々の関心を引き出し、
参加・貢献を得られるかということが大切に
なってくる。

○学校における環境の満足度について、児
童生徒にも調査したほうがよい。また、子ど
もや家庭によるＩＣＴ環境の違いも大きいた
め、そうした実状を踏まえた推進が必要であ
る。

○ICTの活用のためには、ICTの課題（教育
において、ICTにできることとできないこと、
教育上、使用するには未発達な技術環境と
は）などについての十分な理解が、リテラ
シーとして教職員に求められるため、今後も
教職員に対してそれらの認識を深める機会
を提供するとともに、教職員の利用意識や
課題意識を丁寧に把握してICT環境の整備
に活かしてほしい。

○アンケート（※）の中に、生涯学習をしなかっ

たなどの理由として、｢仕事や家事等で時間が
ない｣という回答があったが、そうした人が求め
ている動画とはどんな内容であるのか、動画内
容の検討が必要。

○区民が興味・関心を持つ情報および区として
伝えたい情報の選定、効果的な編集・配信方法
の検討が重要。

○動画の視聴をきっかけに、どのように従来の

取り組みに変化が出てきたのか、又は、関係者

の交流が深まっているのかについても調査等

実施し、それらの反応・意見をＩＣＴ活用推進に

活かしてほしい。（※）「港区生涯学習に関する基礎

調査」及び「港区生涯学習推進計画の改定に向けた

アンケー調査」（平成25年度及び平成29年 度に実

施）

４ 三次評価(P16） ４ 三次評価(P21） ４ 三次評価(P26）
４ 三次評価(P6）

事業⑥ 学校図書館支援機能の強化

○効果的・効率的な実施のためには、地域の学
校や大学との連携も重要であると思う。私立学校
等協力団体・協力校を増やしていくことも考えられ
る。

○図書館を学校における学習センター・情報セン
ターとして考えたとき、今後、情報検索や活用にお
けるICTの活用をどのように進めるのか、電子書籍
等デジタルメディアの活用をどのように考えるのか、
専門性に基づく議論と、広い視点からの位置づけ
の検討が必要。

○学校に限らず、家庭における環境のあり方が、
子どもと読書の関係を大きく左右すると思われる
ため、本事業をきっかけにして、子どもたちの読書
に対する保護者の認識や意識がどのように変化
しているのかということについても、今後も把握の
方法などを検討していってほしい。

４ 三次評価(P31）

●動画配信の閲覧者や非閲覧者に対する動
画配信ニーズの把握、動画配信閲覧者に対す
る動画閲覧後の学習動向の把握が必要であ
る。今後は動画配信の中で動画の意見募集の
テロップを入れたり、生涯学習施設利用者にア
ンケートを取ることに加え、動画配信非閲覧者
に対し生涯学習施設でのイベント開催時を利
用し動画の視聴会を行うなどの取組が必要。
今後も、いつでも、どこでも、だれでも学べる

環境を整え区民の生涯学習の機会を充実させ
ていく。

●障害者が地域のサークルやスポーツクラブな
どに入りやすい雰囲気づくりや環境づくりのほか、
施設のアピールが必要。今後は必要とされる情
報の提供に努めるとともに、障害者やそのご家族、
介助者の方のニーズを把握することを検討し、障
害者が身近な場所でスポーツに親しめるよう環
境を整えていく。

●学校司書の配置と区立図書館による学校図書
館支援体制の構築により、団体貸出等の充実が
図られている。
教育指導要領の改訂を踏まえ、児童生徒の興

味・関心等に応じ、主体的な学びにつなげるため、
学校図書館が持つ読書センター、学習センター、
情報センターとしての機能を高め、教職員が利活
用を促進していく必要があることから、今後は、
学校図書館のあり方や活用方法について、ガイ
ドラインの作成や研修等を通じて、さらに支援を
強化していく必要がある。

拡充 拡充 拡充
継続継続

継続

１ 一次評価(P5～) １ 一次評価(P10～)

○医療的ケア児については、令和元年度か
ら受け入れを始めたところである。令後、実
施した結果の評価を行い、場合によっては改
善を加えながら、進捗管理を行っていく予定
である。

１ 一次評価(P15～)

○中学校や小中一貫教育校、特別支援学級
のモデル校における１人１台タブレット検討委
員会を設置し、将来的な全児童・生徒のタブ
レット端末１人１台環境の実現に向けた展開
を検討していく。

１ 一次評価(P20～)

○時間的な制約を取り除き、区民がパソコン、
スマートフォン、タブレットを利用し、気軽に生涯
学習を行える環境を整える本事業は、大変効
果的であると考える。

１ 一次評価(P25～)

○多くの方に参加してもらうため、みなと区民
スポーツ・体育祭の場や他のイベントとの同日
開催を検討する。また、会場への移動が困難
な人のためにも、特別支援学校等へ出向いて
実施することも検討する。

１ 一次評価(P30～)

○学校司書の配置により、学校図書館の蔵
書充実や学校図書館運営の平準化や改善、
授業支援の強化を図ることができている。

３ 評価委員の主な意見(P7～)

○障害のある幼児・児童・生徒に対する特性
に応じた教育活動及び支援を充実させていくこ
とに加え、出生から就労までを見据えた特別
支援教育を一貫して推進していく。

拡充

３ 評価委員の主な意見(P12～)

拡充

３ 評価委員の主な意見(P17～)

拡充

３ 評価委員の主な意見(P22～)

継続

３ 評価委員の主な意見(P27～)

継続

３ 評価委員の主な意見(P32～)

４ 三次評価P11）

２ 二次評価(P6)

○「教育」だけではなく「福祉」や「民間企業」と
の連携も意識して行うことでインクルーシブ教
育システムの構築を目指す。

拡充
２ 二次評価(P11) 拡充

○関連する区長部局とともに障害者支援につ
いて課題を明らかにし、今後も継続して議論す
る。

２ 二次評価(P16)

○児童・生徒はもとより、教員もスキルを
高めていくことが大切であるとの意見が
あった。夏季休業中に実施しているＩＣＴに

ついての教員の研修を引き続き充実させ

拡充
２ 二次評価(P21)

○動画配信閲覧者の意見の把握が十分では
ない現状のため、今後は、動画配信閲覧者の
意見の把握に努める。

２ 二次評価(P26)

○障害のある人がどんなスポーツ・運動をした
いか、ニーズを把握することを検討する。

２ 二次評価(P31)

○学校図書館関係者や子どもたちの声を聞き、
学校図書館支援機能のさらなる強化を図って
いく。

継続
継続

継続

継続

教育長室
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